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最先端の医療設備を備えた帝京大学医学部附属病院に隣接する板橋キャンパスには、医学研究科、薬学研究科、医

療技術学研究科、公衆衛生学研究科、4つの研究科で構成される医療系大学院が集結しています。医療・保健分野

がめざましい進歩と変化を遂げ、高度な科学的判断力と実践力、技術を備えた専門家が大いに必要とされる今、こ

の恵まれた環境の中で、そんなスペシャリストとしての第一歩を踏み出してはいかがでしょう。

恵まれた学びの環境で
今必要とされるスペシャリストに
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　医学研究科では、帝京大学の教育指針である

「実学、国際性、開放性」に則り、優れた診療能

力と同時に、高い研究マインドを有する人材の

育成を目指しています。

　専攻分野は、第一基礎医学（生理学・生化学・

解剖学分野）、第二基礎医学（病理学・薬理学・

微生物学分野）、社会医学（公衆衛生学、法医

学分野）、第一臨床医学（内科系）、第二臨床医

学（外科系）の5つに分かれています。本研究科

で学ぶことは、技術をより高め、それぞれの専

門分野の現場や医学における課題を分析し解

決することにつながり、それは即ち患者への尽

力となるでしょう。

　実学重視の理念を持つ本研究科では、現場の

視点を持った臨床研究、臨床を理解した基礎研

究ができる人材の育成に特に注力しています。

p.09│第一基礎医学専攻
Division of First Basic Medicine

p.10│第二基礎医学専攻�
Division of Second Basic Medicine

p.11│社会医学専攻�
Division of Social Medicine

p.12│第一臨床医学専攻�
Division of First Clinical Medicine

p.13│第二臨床医学専攻�
Division of Clinical Medicine

� 医学研究科
Medic ine  ⃝博士課程─4年  

▪Education Purpose ─ 教育目的

　医学研究科は、建学の精神に則り、高い研究能力を持つ医学系研究者の養成、
および優れた研究・診療能力を備えた医療系人材の養成を目的とする。
　第一基礎医学専攻は、医学研究科の目的に則り、生理学・生化学・解剖学分野にお
ける優れた研究者および人材の養成を目的とする。
　第二基礎医学専攻は、医学研究科の目的に則り、病理学・薬理学・微生物学分野
における優れた研究者および人材の養成を目的とする。
　社会医学専攻は、医学研究科の目的に則り、公衆衛生学・法医学分野における優れ
た研究者および人材の養成を目的とする。
　第一臨床医学専攻は、医学研究科の目的に則り、内科学・小児科学・精神医学・皮
膚科学・放射線医学・検査医学・リハビリテーション医学分野における優れた研究者お
よび高度専門医の養成を目的とする。
　第二臨床医学専攻は、医学研究科の目的に則り、外科学・整形外科学・脳神経外
科学・産婦人科学・耳鼻咽喉科学・眼科学・泌尿器科学・麻酔科学・救急医学・形
成外科学分野における優れた研究者および高度専門医の養成を目的とする。

▪Diploma Policy ─ ディプロマポリシー

　医学研究科は、優れた診療能力や研究マインドを備えた医療系人材の育成、現
場の視点を持った臨床研究または臨床を理解した基礎研究ができる人材の育成、
優れた医学研究者の養成を目指している。
　以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授
与する。
1．�医学における基礎的および臨床的課題を深く研究し、国際的評価の高い結果
を生み出し、医学の発展に貢献する。

2．�臨床経験を積み重ねながら医療・福祉の現場における実際的・実践的課題を
見出し、それを深く追求し、科学的判断力、倫理観に基づいて解決する方法を
提案あるいは実践できる。その結果について国内外の評価をうける方法を学
び、実践できる。

3．�専門的あるいは最先端の知識・技術を深く広く修得し診療に役立て、患者の
健康と福祉に貢献することができる。

4．�一定以上の水準の学位論文を作成し、国際的標準の研究成果が発表できる。
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　薬学研究科は、医療の進歩に伴って多様化・

高度化する薬剤師への社会的要請に応えるた

め、2012年に開設されました。問題解決能力や

研究マインドの育成に力を入れ、サイエンティ

ストとしての能力を兼ね備えた高度職業人とし

て、指導的立場に立てる薬剤師を育成すること

を目的としています。

　専攻できるコースは、臨床薬学履修コースと

薬学履修コースに分かれています。前者では1

年間の臨床研修が課され、卒業後に臨床現場で

リーダーとなるべき薬剤師の養成を目指してい

ます。後者では、薬剤師資格を持たない人材も

受け入れ、薬学関連の大学、研究機関や教育機

関において、独創性に富んだ研究を行う研究者

や、優れた指導力を発揮する人材の養成に力が

入れられます。

p.15│薬学専攻
Division of Pharma-Science

薬学研究科
Pharma-Sc ience  ⃝博士課程─4年  

▪Education Purpose ─ 教育目的

　薬学研究科は、建学の精神に則り、医療の進歩に伴って多様化・高度化しつつあ
る薬剤師に対する社会的要請に応えるために、問題解決能力や研究マインドの醸成を
推進し、サイエンティストとしての能力を兼ね備えた、高度職業人としての薬剤師を育成
するとともに、優れた研究能力と指導力を有する教育・研究者を養成することを目的と
する。

▪Diploma Policy ─ ディプロマポリシー

　薬学研究科は、医療の進歩に伴って多様化・高度化しつつある薬剤師に対す
る社会的要請に応えるために、問題解決能力や研究マインドの醸成を推進し、
サイエンティストとしての能力を兼ね備えた、高度職業人として指導的立場に
立てる薬剤師を育成するとともに、優れた研究能力と指導力を有する教育・研
究者を養成することを目指している。以下のような能力を身につけ、かつ所定
の単位を修め、学位論文審査および最終試験に合格した者に対して学位を授与
する。
1．�研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の専門知識と研究能力、
およびその基礎となる豊かな学識を持ち、医療科学分野における困難な諸問
題に対処できる。

2．�医療人としての倫理観・人間性を持ち、人々の健康と医療に貢献できる。
3．�医療と健康を科学する薬学において、優れた指導力を持つ教育・研究者とし
ての資質を有している。
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　医療技術・医療機器が著しく進化し、分野

ごとの専門性が求められる近年、コ・メディ

カル分野がより重視されています。そんな中、

医療技術学研究科では、2005年に視能矯正学、

2009年に看護学、診療放射線学、臨床検査学の

大学院を開設。2012年には柔道整復学を宇都

宮キャンパスに開設しました。

　実学を重んじる伝統を持つ帝京大学院とし

て、本研究科では「高度な専門職医療人」の養

成を目指し、自分で考え、解決し、新しい道を

切り開いていける人材の育成に力を注いでい

ます。病院が隣接し、研究と臨床がひとつの場

所にある状況は、専門職医療人を育てるのに絶

好の環境。この環境を生かし、臨床現場との協

働研究を充実させ、より高度な医療人を育成し

ていきます。

p.17│視能矯正学専攻
Division of Orthoptics

p.18│看護学専攻�
Division of Nursing

p.19│診療放射線学専攻�
Division of Clinical Radiology

p.20│臨床検査学専攻�
Division of Clinical Laboratory Medicine

p.21│柔道整復学専攻�
Division of Judo Therapy

Medica l  Care  and Technology

医療技術学研究科

▪Education Purpose ─ 教育目的

　医療技術学研究科は、建学の精神に則り、社会の要望にこたえるため、高度先
進医療に対応した専門医療職を目指すとともに、教育・研究面で指導的立場で
活躍できる人間性豊かな人材の育成を目的とする。

▪Diploma Policy ─ ディプロマポリシー

　医療技術学研究科は、高い人間性と高度先進医療を担える専門的学識・技能
を有し、また教育研究の指導ができる人材の育成を目指している。以下のよう
な能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。
1．�各専攻が掲げる高度な専門的知識を有し、その技術を実践することができ
る。

2．�自ら問題を的確にとらえて解決し、発表することができる。�
3．�医療技術の進歩や社会情勢の変化に適応する生涯学習態度および教育指導
態度を有する。�

⃝博士前期（修士）課程─2年　⃝博士後期（博士）課程─3年

⃝博士前期（修士）課程─2年　⃝博士後期（博士）課程─3年

⃝博士前期（修士）課程─2年　⃝博士後期（博士）課程─3年

⃝修士課程─2年　

⃝博士前期（修士）課程─2年　⃝博士後期（博士）課程─3年
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　公衆衛生の専門職大学院として、国内で4番目、

私 学 で は 初 め て2011年 に 開 講 さ れ ま し た。本 研

究科では、公衆衛生の専門知識・技能と公衆衛生

マインドを身につけた人材、公衆衛生の現場で発

生 す る 諸 課 題 に 対 し、科 学 的 判 断 に 基 づ く 問 題

解 決 を 実 践 で き る 指 導 的 立 場 に あ る 専 門 職 人 材

（Professional）を養成しています。

　2014年には博士後期課程を開設。専門職人材の

活動を統括指導する上級管理者・上級指導者、さ

らには、急速に変動発展する国際社会と科学技術

に対応する保健医療システムの変革を、先導し管

理する能力を備えた人材（Change Agent）の養成

を目指しています。

　学生と教員が一体となり、人々の生命と健康を

守るための総合的な問題解決に取り組める研究科

です。

p.23│公衆衛生学専攻
Division of Public Health

公衆衛生学研究科
Publ i c  Hea l th  ⃝専門職学位課程─1年コース、2年コース　⃝博士後期課程─3年

▪Education Purpose ─ 教育目的

　公衆衛生学研究科は、建学の精神に則り、患者や地域住民の健康回
復・増進と、社会全体の健全な保健医療体制の持続的な発展と医療の
質の継続的な向上に寄与するために、様々な公衆衛生上の諸課題に対
して指導的立場で且つ科学的判断に基づく問題解決型の対処ができる
高度専門職業人と、その活動を統括指導できる公衆衛生の高度な実践
能力とリーダーシップを併せ持つ上級管理者・上級指導者としての人
材の養成を目的とする。

［専門職学位課程］
▪Education Purpose ─ 教育目的

　公衆衛生学専攻（専門職学位課程）は、公衆衛生学研究科の目的に則
り、公衆衛生の専門知識・スキルと公衆衛生マインドを身につけ、公
衆衛生の現場で発生する諸課題に対して問題解決を実践する高度専門
職業人の養成を目的とする。

▪Diploma Policy ─ ディプロマポリシー

　公衆衛生学専攻（専門職学位課程）では、国内外の現場で発生する
公衆衛生上の諸問題に対して専門領域ごとに指導的立場で問題解決型
の対処ができる高度専門職業人の養成を目指している。従って、高度
専門職業人養成という観点から以下のような能力を身につけ、かつ2
年コースの場合は2年以上、1年コースの場合は1年以上在学し、課題研
究報告書の審査に合格し所定の単位を修めた者に対して学位を授与す
る。
1．�環境・社会との関わりから健康事象を理解し、対処できる専門的知
識・技術・態度を習得する。特に今日の医学・医療を取り巻く状況
の変化を理解し、実際の現場で対処できる専門的な技術と指導力を
有している。

2．�集団を対象とした健康事象の把握手法、および因果関係推定の技法
であり、根拠に基づく医療（EBM：Evidence�Based�Medicine）に
必須である疫学を修得することにより、科学的医療を実践できる専
門的な技術と指導力を有している。

3．�予防、診断・治療、社会復帰に係わる社会的取組み、諸システムを
包括的に理解し、それを医学・医療の実践に適用できる専門的な技
術と指導力を有している。

4．�公衆衛生学の見地に立って、身体的・心理的・社会的に弱い状況に
おかれた者の立場を理解した総合的医学や全人的医療・地域医療が
実践できる専門的な技術と指導力を有している。

［博士後期課程］
▪Education Purpose ─ 教育目的

　公衆衛生学専攻（博士後期課程）は、公衆衛生学研究科の目的に則り、
変動発展する社会と科学技術に対応し、新規の問題に対して科学的な
分析を行い、その結果と解決策を科学的根拠に基づいて提示・実践し、
評価できる能力に加えて、そのような成果を達成するために求められ
るリーダーシップ、マネージメント能力、コミュニケーション能力等を
併せ持つ上級管理職・上級指導者の養成を目的とする。

▪Diploma Policy ─ ディプロマポリシー

　公衆衛生学専攻（博士後期課程）では、変動発展する社会と科学技術
に対応し、新規の問題に対して科学的な分析を行い、その結果と解決策
を科学的根拠に基づいて提示・実践し、評価できる能力に加えて、その
ような成果を達成するために求められるリーダーシップ、マネージメ
ント能力、コミュニケーション能力等を併せ持つ上級管理職・上級指
導者の養成を目指している。従って、本博士後期課程においては、その
ような上級管理職・上級指導者という観点から以下のような能力を身
につけ、3年以上在学し、学位論文の審査に合格し所定の単位を修めた
者に対して博士（公衆衛生学）の学位を授与する。
　なお、在学期間に関しては、特に優れた研究業績を上げた者について
は、1年以上在学すれば足りるものとする。ただしその場合、修士課程、
博士前期課程、または専門職学位課程の在学期間とあわせ、3年以上在
学していなければならない。
1．�公衆衛生の実際の場における問題解決のために公衆衛生の5つのコ
ア領域（疫学、生物統計学、保健政策・医療管理学、産業保健・環境
保健学、行動社会疫学）を統合する役割を果たすことができる能力
を有している。

2．�変動発展する社会と科学技術に対応し、新規の問題に対して科学的
な分析を行い、その解決策を科学的根拠に基づいて提示・実践し、評
価することのできる能力を有している。

3．�公衆衛生の実践において求められるリーダーシップ、マネージメン
ト能力、コミュニケーション能力等を有している。

4．�患者や地域住民の健康回復・増進と、社会全体の健全な医療体制の
持続的な発展と医療の質の継続的な向上に寄与するために、様々な
公衆衛生上の諸課題に対して指導的立場で且つ科学的判断に基づく
問題解決型の対処ができるとともに、その活動を統括指導できる能
力を有している。

5．�グローバルな視点から身体的・心理的・社会的に弱い状況におかれ
た個人及び社会の立場を理解し全人的医療及び地域医療を含めた公
衆衛生活動を指導的立場から実践する能力を有している。
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▪ Curriculum Policy ─ カリキュラムポリシー

　学位授与に要求される能力を修得するために、医学研究科は、以下
の方針でカリキュラムを編成する。
1．�各主科目領域で、高度なかつ徹底した専門的教育・研究を行ない、
指導教員のもとで研究・論文作成・学位取得とともに専門医取得
を目指すプログラムを組む。

2．�自立して問題解決や論文作成に必要な計画性および論理的思考を
身につけ、医療倫理や科学的知識・統計的手法などの幅広い分野で
基礎的能力を育てるために必修科目を編成する。

3．�すべての大学院生に開かれ、自分の専攻に関わらず様々な分野に視
野を広げることを可能にするために、幅広い分野にわたる多数の共
通科目を編成する。

4．�副科目として一定期間に別領域を学べるプログラムを導入し、他の
領域での経験によって自分の主領域における研究や実践をより深
く掘り下げる。

5．�各専攻分野において、医学の進歩や社会の変化に対応した科目を編
成する。

　近年、生命科学と医療技術は、めざましい進歩を遂げ

ています。社会全体の高齢化や国際化の影響もあり、医

療環境は大きく変化をしています。このような状況を

正しく認識し、最新・最善の医療を現場に導入すること、

そして、医師自らが研究を通し医学の発展に寄与する

ことは非常に重要であり、そのために大学院教育は欠

かせません。

　実学を重んじる伝統を持つ本学医学研究科の特徴は、

臨床と基礎の垣根が低く、臨床を学びながら、研究に

入っていける点にあります。臨床医学分野では、臨床現

場で実際的・実践的課題を見出し、それを深く追求す

るという形で研究を始めることが可能です。基礎医学

分野においても、教員たちはその分野の第一線の研究

者でありながら臨床にも携わっており、実際の医療と

乖離することのない研究指導を受けることができます。

このような教育環境は、基本的な知識・技術を礎に、現

場の実務経験を踏まえて医療の問題点を発見、それを

分析し解決するような高度の専門職職業人の育成を可

能にしています。

　帝京大学大学院は、医学研究科、薬学研究科、医療技

術学研究科、公衆衛生学研究科が同じキャンパス内に

あり、他科との共同研究が盛んに行われています。ま

た、教員の幅広い人脈を生かした他大学・他施設との

連携も強化されています。医師は一生を通じて学ぶこ

とを求められる職業です。医師としての能力をさらに

充実させたいと考える、意欲ある医師の入学を歓迎し

ます。

医
学
研
究
科

臨床と基礎とが乖離せずに
結びつく教育環境
他学科・他大学との連携も盛ん
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　大隈義道さんは帝京大学医学部卒業

後、兵庫医科大学の消化器内科に勤務

した後に、大学院に入学しました。消

化管の免疫組織化学、ヘルペスウイル

スの感染実験、主に2つのテーマで研

究を進め2005年に学位を取得。現在は

兵庫県で内科医院を開業しています。

　院生だった当時を振り返り「臨床医と

して訓練を受けていても、実験のテク

ニック等には明るくなく、畑違いと言っ

てもよい基礎の分野にやってきました

が、担当教授には本当に手取り足取り、

一から教えていただきました」と大隈さ

ん。学生の人数も適度で、密に指導を

受けられるのがいいところだと言いま

す。

　開業医として活躍する大隈さんです

が、基礎を経験することは、物の見方・

考え方に幅が生まれ、臨床に戻った時

にもプラスに作用することの方が多い

と考えています。「基礎に行ったら、臨

床に遅れるのではないかと危機感を持

つ医師もいますが、臨床を離れて基礎

を学ぶ間は、自分で思考し解決してい

くトレーニングにもなり、時間的な余裕

から興味のある論文を数多く読み込む

こともできます」と話し、ご自身は開業

後も学会発表など研究活動を続けてい

ます。

 「私の時と違って、今は校舎もきれい

で新しく、設備も最新の物が入っていま

す。うらやましいですよ」。板橋キャン

パスの充実ぶりも大隈さんから太鼓判

が押されました。

第一基礎医学専攻
Div is ion  of  F i r s t  Bas i c  Medic ine

細胞組織学

脳神経科学

生化学（臨床医科学）

分子生体機能学

生命物質化学

主な研究分野

大隈�義道 さ
ん�博士課程 修了
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人体病理学・病理診断学

神経薬理学

感染免疫病態制御学

医真菌学

宇宙環境医学

移植免疫学

国際感染症・危機管理学

　泌尿器科と透析の専門医で、現在も

首都圏の病院で勤務する那須野玲奈さ

ん。主に透析のための血管手術を行っ

ていますが、手術で行った処置が長持

ちしない患者さんが多いことから、こ

れを根本的に解決する方法はないか

と、大学院に入って研究を始めまし

た。

　国立の医学部出身の那須野さんは

「専門や年齢など様々な大学院生が所

属している」ことに少し驚いたようで

す。現在は、週に2日半ずつを研究と仕

事に使うスケジュール。研究一本に絞

らず、臨床と研究の両方を平行して行

える柔軟さが魅力の一つだと、那須野

さんは言います。

　また、那須野さんは二人の娘さんを

持つ母でもあります。「子供をどうし

ても預けられなくて講義に出席できな

いときにも、レポートを提出すること

で代替できるよう動いてくれたりと、

個人の事情に柔軟に対応していただけ

ます」と、学びたい意欲のある人を柔

軟に受け入れる魅力は、こんなところ

にも表れています。

　研究・仕事・子育てと、忙しい毎日

を送る那須野さんですが、大学院在学

中に透析の専門医の資格を取るなど、

平行して研究を行うことが臨床のス

テップアップにもつながっているそう

です。今後、実験技術を高めて自力で

研究のできるスキルを身につけ「卒業

後も研究はやめないで続けていきたい

ですね」と、希望を語ってくれました。

第二基礎医学専攻
Div is ion  of  Second Bas i c  Medic ine

那須野�玲奈 さ
ん�博士課程 3年生主な研究分野
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　石黒彩さんは、帝京大学医学部卒業

後、市中病院で初期研修を行い、大学

院博士課程に進みました。現在は、帝京

大学医学部衛生学公衆衛生学講座で助

手として教員の仕事をしながら研究を進

めています。

 「初期研修を通して、一人ひとりの患者

さんに対する医療の重要性を強く実感

するとともに、患者さんが暮らす環境や

社会的なバックグラウンドを含め、集団

の健康をどう守るのかを考えることも必

要だと感じました」と、進学の理由を話

す石黒さん。医学部に進んだのも、医療

に恵まれない環境の人たちの健康を守

る国際協力に興味を持ったからだそう

です。

 「帝京の先生方の研究は幅広く、個々

の学生の興味に合ったたくさんの機会

と、惜しみないバックアップをいただい

ています」 と学びの環境は充実している

様子。

　現在は、石巻でフィールドワークを重

ねながら「震災で変化してしまったコミュ

ニティでどのように健康な地域作りをし

ていくのか」を研究の中心テーマに据え

ると同時に、生活習慣病対策や医師の

就労環境に関する研究にも携わってい

ます。「集団の健康を考える視点は、臨

床医としても大切だと思います。帝京で

医師に育てていただいた恩を、研究や

臨床活動を通じて社会に返していきた

い」とあくまで謙虚に抱負を語る石黒さ

ん。今後も、健康なコミュニティ作りを追

及し続け、社会に役立てていくでしょう。

社会医学専攻
Div is ion  of  Orthopt i cs

公衆衛生医学

法医学

がん医療経済学

地域医療学

石黒�彩 さ
ん�博士課程 3年生

主な研究分野
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　現在、帝京大学医学部附属病院の小

児科に勤務する佐藤恭弘さんは、後期

研修の2年目から、大学院に入学して学

んでいます。研究分野は内分泌・代謝。

学部時代からあまり得意ではなかった

分野をあえて選択しました。「小児科は

全ての科をまとめて小児科。苦手な分

野があるとよい診療ができません。深く

勉強することによって、苦手分野をなく

したいと考えました」と佐藤さん。大学

院3年目に入り、臨床の現場でも、内分

泌・代謝の患者さんもしっかり任せて

もらえるようになってきたと言います。

　専攻によって異なりますが、佐藤さん

は、4年間研究のみをするのではなく、

3年間は臨床と研究を平行して行い、1

年間は研究に専念する形で博士課程に

所属していて、この臨床と研究の両立

ができる体制を魅力の一つとして挙げ

ます。「臨床はとても楽しいのですが、

研究は大学に残っている間しかできな

い可能性が高く、大学にいるうちに研

究もやっておくことは大事だと思いま

す」と話し、今後の研究で「患者さんの

治療に直結する結果が出れば」と意欲

的。研究も臨床同様に楽しんで行えて

いる毎日です。

 「子供が治ったときの笑顔が嬉しい」

と、小児科医としてのやりがいを語る佐

藤さん。学位をとるともに、小児科、内

分泌・代謝双方の専門医となるべく、

邁進中です。

第一臨床医学専攻
Div is ion  of  F i r s t  C l in i ca l  Medic ine

佐藤�恭弘 さ
ん�博士課程 3年生

内分泌・代謝学

免疫・代謝学

代謝・糖尿病学

腎臓病学

血液内科学

血液腫瘍学

消化管内科学

消化器肝臓内科学

消化器内視鏡学

肝臓免疫代謝学

呼吸器・アレルギー学

呼吸器病態生理学

呼吸器内科学

生体防御感染症学

循環器内科学

循環器病学

神経学・脳神経内科学

神経学・神経内科学

小児科学

皮膚科学

放射線診断学・放射線腫瘍学

臨床腫瘍学

総合診療腫瘍学

臨床開発腫瘍学

緩和医療学

心身医学

精神神経科学

リハビリテーション医学

臨床検査医学

主な研究分野

12 TEIKYO UNIVERSITY GRADUATE SCHOOLS



第二臨床医学専攻
Div is ion  of  Second C l in i ca l  Medic ine

　帝京大学附属病院救急科で後期研修

中の池田豊さん。現在、博士課程で肝

胆膵外科を専攻しています。大学院に

進学したのは、働きながら学べる環境

が整っていたこと、臨床にフィードバッ

クできるような研究ができることなどか

らでした。また、今いる環境に安住せ

ず、外の世界を体験したい気持ちの強

い池田さんにとっては、国内であれ海外

であれ、この先、新しい世界へ赴くのに

「博士号」という学位が必要だとの考え

もあるようです。

　大学院では、面倒見のよい教授陣や

先輩達からの協力・サポート体制がしっ

かりしており、職場である附属病院で

は、大学院での授業を優先させてくれた

りと、「臨床を続けながら学ぶ環境は最

適です」。

　池田さんは、不登校や中学卒業後プ

ロゴルファーを目指しての渡米など、異

色の経験の持ち主です。「様々な経験を

積んで、大変な環境は自分を成長させて

くれることを知りました。肝胆膵外科は難

しい分野ですが、その分学べることも多

い分野です。応用の幅が広く、肝胆膵外

科を深く学ぶことで、胃や大腸など消化

器全般を診られるような医者になれるの

ではないかと考えています」と自らのチャ

レンジを語ってくれました。

　研究テーマは細胆管細胞癌の発生母

地に関する病理組織学的研究。できれ

ば3年生までには質の高い論文をまとめ

たいと、研究計画でもあえて高いハード

ルを課す池田さんです。

池田�豊 さ
ん�博士課程 2年生

外科学（総合）

乳腺腫瘍学

肝胆膵・移植外科学

小児外科学

上部消化管外科学

下部消化管外科学

内視鏡外科学

血管外科学

呼吸器外科学

心臓血管外科学

運動器再建・再生学

産婦人科学

脳神経外科学

耳鼻咽喉科学

鼻科学・睡眠学

視覚病態学

泌尿器外科学

形成・口腔顎顔面外科学

東洋医学

麻酔科学

麻酔・周術期医学

麻酔・疼痛科学

救急災害医学

集中治療医学

主な研究分野
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　薬学研究科には、臨床薬学履修コースと薬学履修
コースが設置されており、高度な研究マインドを持っ
た薬剤師・指導者を育てることを目的としています。
したがって、臨床薬学履修コースでは、病院において1
年間の実務実習が義務づけられており、薬学履修コー
スでは薬剤師の経験に応じて3ヶ月までの実務実習を
受けることが出来ます。また、薬学履修コースでは薬
剤師資格がない人も受け入れており、薬学部出身者以
外の入学者にも薬学関連の知識が得られるような講義
も行っています。臨床薬学履修コースでは、病院にお
いて1年間の実務研修を受けることができます。
　本研究科の特徴の一つは、病院が隣接する環境に
あって、臨床現場との連携をとって実践的な研究がで
きるということです。附属病院の薬剤部との連携が強
く、教授陣には臨床現場の第一線で働く薬剤師も在籍
し、薬剤部長・副部長といった要職を兼務している人
材もいます。薬剤部だけでなく、現場の医師の協力も
手厚く、実務研修、博士論文作成のための臨床研究を
実施するにあたって、円滑に連携体制がとれる環境で
す。
　また、医学部と工学部の協働や産学連携により、医
療、環境・エネルギー分野での製品開発、技術開発、
研究等を進めている「帝京大学ジョイントプログラム
センター」の活動に薬学も参加。医療分野においては、
薬学ならではの研究による社会貢献に期待が大きく、
学内での連携は今後ますます強化される予定です。
　社会から薬剤師に対する期待が高度になる中、臨床
現場で薬物治療のリーダーとなり、薬剤部長等の指導
的役割を担う人材、薬学的視点を持って、教育現場や
行政で、高い能力を発揮できる人材を育成を目指して
います。

薬
学
研
究
科

高度な研究マインドを持った
薬剤師・指導者を育てる
病院や他学部との密接な連携

▪ Curriculum Policy ─ カリキュラムポリシー

　学位授与に要求される能力を修得し、医療現場において指導的立場
に立てる高度職業人（薬剤師）および薬学教育現場における優れた教
育・研究者など、社会の要請に合った人材を養成するために、薬学研
究科は、以下の方針でカリキュラムを編成する。
1．�幅広い科学領域の特論講義・特別講義により、科学的な観点から医
療を捉える能力を育成することを目指す。

2．�所属研究室において教員指導のもとで薬学課題特別研究を行い、学
位論文を作成することにより、問題解決能力や研究マインドを高
め、自立した研究者としての研究能力と専門知識・技能を身につけ
る。

3．�所属研究室における各種演習を通して、専門知識の幅を広めるとと
もに論理的な思考力を身につける。

4．�病院実務研修を通して、薬剤師としての高度な臨床実践能力を有
し、一方で科学者の観点から薬物治療における諸問題を解決し、よ
り高度な医療の実現に貢献できる人材を育成する。

14 TEIKYO UNIVERSITY GRADUATE SCHOOLS



　帝京大学薬学部を卒業した髙田裕子

さんは、5年生の実務実習で患者さんと

接して、物事をわかりやすく伝えるのは

難しいと感じ、ものの考え方や考える力

を身につけたいと大学院進学の道を選

びました。

　髙田さんの研究テーマは「妊婦の健

康状態と生活習慣に薬剤師がどのように

関われるのか」。臍帯の細胞解析と、臨

床現場でのアンケート調査の二本立て

で行っており、病院のすぐそばで研究で

きることはかなりのメリットです。地理的

な近さだけでなく「産婦人科の先生と共

同で研究をしていますが、とても協力的

で、また研究室の教授も臨床現場と積極

的に連携をとってくださいます」と、教授

陣のバックアップが素晴らしいとのこと。

　さらに、薬学の教授陣は「担当教授

以外も研究の進み具合を気にしてくだ

さったり、場合によっては直接指導して

くださったり」と、研究室の垣根を越え

てとても協力的。意義をきちんと説明す

れば、学生がやりたいと思う研究に挑戦

させてもらえる自由度の高い文化もある

そうです。

　卒業後は、病院の薬剤師として妊婦の

健康に関わりたいと考えている髙田さん。

「学部卒業後の4年間を大学院で学ぶこ

とで、卒業後すぐ薬剤師として働く場合

とは異なった視点で物事を捉える力が

身に付き、問題解決ができる薬剤師にな

るために役立つと考えています」。研究

の経験を臨床の現場で役立てる希望を

語ってくれました。

薬学専攻
Div is ion  of  Orthopt i cs

臨床薬剤学

実務薬学

実務実習研究センター

薬物動態学

薬学教育研究センター

髙田�裕子 さ
ん�博士課程 3年生

主な研究分野
病院・地域医療研究部門

医薬品作用学

薬効解析学

薬物治療学

病態生理学

人体機能形態学

細胞生物学

病態分子生物学

生物化学

薬物送達学

製剤学

分子薬剤学

薬物治療研究部門

創薬化学

薬化学

有機化学

医薬品分析学

臨床分析学

創薬資源学

物理化学

物理薬剤学

基礎化学

基礎生物学

医薬品研究部門

衛生化学

毒性学

環境衛生学

生体防御学

実習・演習教育センター

薬剤疫学

安全性・毒性研究部門
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　高度な専門職医療人の養成を目指す医療技術学研究

科での学びは、まずは積極的に現場に出て、各々の技

術の習得に努めるところから始まります。医療技術学

は技術職として技術・技能を高めるという側面が強い

からです。現場での学びを継続しながら、またはその

後、研究課題に取り組むことになります。そして、認

定・専門看護師、医学物理士、一級臨床検査士などの

資格取得等、各自の希望と目標に合わせて、より高度

な成長をしていきます。

　医師不足がメディアで盛んに話題にされる昨今です

が、実は、コ・メディカルは医師以上に不足していま

す。したがって修了生の社会からのニーズは大きく、

多様な進路が確保されています。病院だけでなく、臨

床検査技師ならば臨床検査受託企業、試薬開発企業な

ど、視能訓練士なら製薬会社の研究施設等への就職実

績もあり、幅広い世界でOB・OGの活躍が光っていま

す。実学を重んじる帝京の学生には特に、即戦力とし

て大きな期待がかかっていると言えるでしょう。

　学生につく指導教授は、研究についてはもちろん、

学生生活についても困ったことがあれば何でも相談で

きる存在ですから、頼りにしてください。また、大学

院在学中は、机の上の勉強だけでなく、先輩や患者の

話を聞いたり他の専攻とも交流したりするなど、多く

の見聞を心がけてほしいものです。そして、自分の夢

をしっかり持つこと。夢を叶えるための、環境、教授

陣、スタッフが、医療技術学研究科には揃っています。

医
療
技
術
学
研
究
科

実学を重んじる伝統と
個人に合わせた指導で
高度な専門職医療人を育成

▪ Curriculum Policy ─ カリキュラムポリシー

　学位授与に要求される能力を修得するために、医療技術学研究科は、
以下の方針でカリキュラムを編成する。
1．�各専攻が掲げる高度な専門的知識を獲得し、その技術を実践できる
ようにするための科目を編成する。

2．�課題への探求心と解決能力および発表能力を修得するために、指導
教員のもとに主体的に研究を遂行し、学位論文を作成・発表する科
目を編成する。�

3．�医療技術の進歩や社会情勢の変化に適応できる能力および教育指
導力を高めるための科目を編成する。
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目的
　視能矯正学専攻は、医療技術学研究科の目的に則り、科
学的な思考法、観察力、判断力、専門性を備えた眼科検査・
視能訓練実践者、研究者、教育者の育成を目的とする。

ディプロマポリシー
　視能矯正学専攻は、優れた実践者・研究者・教育者として、
高度な眼科検査技術をそなえた視能訓練士の育成を目指して
いる。以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修めた
者に対して学位を授与する。
1．�視能矯正学に習熟し実践することができる。
2．�視能矯正・視能訓練において専門的な検査・診断の評
価をふまえ、斜視手術法に参画できる。

3．�視覚の病態を理解し、次世代教育に従事できる。

カリキュラムポリシー
　学位授与に要求される能力を修得するために、視能矯正学
専攻は以下の方針でカリキュラムを編成する。
【博士前期課程（修士課程）】
1．�両眼視機能全般について高度な専門知識・技術を修得す
るため、「両眼視機能診断学」・「両眼視機能治療学」を
必修科目として配置する。

2．�個々の研究テーマに関連した高度な専門知識・技術を修
得するため、「眼筋機能病理学」、「眼筋機能回復学」、
「視覚機能検査学」、「視覚機能訓練学」、「視覚機能
病態学Ⅰ・Ⅱ」を選択科目として配置する。

3．�修士論文の作成など教育･研究および発表能力を養成す
るための研究プログラムを行うため、「視能矯正学特別研
究」を必修科目として配置する。

【博士後期課程（博士課程）】
1．�視能矯正学に関する様々な研究テーマに対応するため、
「両眼視機能学」、「眼筋機能学」、「視覚機能学」、「視
覚機能病態学」に関する科目を選択科目として配置する。

2．�個々の研究テーマについて深く考察し、学位論文の作成に
不可欠な教育･研究マインドと発表能力の開発のため「視
能矯正学特殊研究」を必修科目として配置する。

　八木敏次さんは、医療技術学部視能

矯正学科で助手を務めながら、大学院

で学んでいます。視能訓練士として臨

床現場でも仕事をしていて、とても忙し

い毎日ですが、八木さんは「実際に臨

床に立たないとわからないことはたく

さんあります。研究活動では、臨床だけ

ではわからないことを身につけられま

すが、座学で得た知識が臨床で生きた

り、臨床での経験が座学での勉強に効

果をもたらしたりなど、座学と臨床で何

かしらのリンクがあるもの。臨床と研究

を両立させることは、両方にとって価値

があると思います」と話します。

　大学院では、自分の研究を進めると

同時に、学生時代の基礎の確認から、4

年間で学ぶことができなかったより細

かいところまで学べるカリキュラムが用

意され、とても勉強しやすいと八木さ

ん。研究テーマは「眼振」。学生時代

に興味を持ったものの、疾患自体が多

くはなく、深く勉強しようと資料を探し

てもあまり詳しく書かれている本がな

いため、そのまま自分の研究テーマに

なったのだとか。大学院では眼振のス

ペシャリストの教授から直々の指導を

受けることができ、研究が進んでいま

す。

　今後の目標は？ と尋ねると「今は最

終的な研究発表に向けて少しずつ前進

しています。その後のことは、終わって

からゆっくり考えます」と笑顔で答えて

くれました。

視能矯正学専攻
Div is ion  of  Orthopt i cs

八木�敏次 さ
ん�修士課程 2年生

両眼視機能診断学

両眼視機能治療学

眼筋機能病理学

眼筋機能回復学

視覚機能検査学

視覚機能訓練学

視覚機能病態学

主な研究分野
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目的
　看護学専攻は、医療技術学研究科の目的に則り、人間の
尊厳を基盤として、看護学を創造的・実践的に発展させ、複
雑化・高度化する社会環境の中で多様化しているニーズに対
応できる、看護分野の高度な専門性を備えた実践者、管理者、
研究者、教育者の育成を目的とする。

ディプロマポリシー
　看護学専攻は、人間の尊厳を基盤として、看護学を創
造的・実践的に発展させ、看護分野の高度な専門性を備
えた実践者、管理者、研究者、教育者の育成を目指して
いる。以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を
修めたものに対して学位を授与する。
1．�実践者、管理者、研究者、教育者として必要な人間の尊
厳について説明でき、それに基づいた行動ができる。

2．�複雑化・高度化する社会環境・医療の中で、多様化する
ニーズを把握し、看護上の問題を述べることができる。

3．�学部で学んだ基礎的な看護学の知識・技術をもとに、実
践者、管理者、研究者、教育者として必要なより専門的な
知識・技術へと発展できる。

カリキュラムポリシー
　学位授与に要求される能力を修得するために、看護学専攻
は、以下の方針でカリキュラムを編成する。
【博士前期課程（修士課程）】
1．�複雑な健康問題を有する対象のフィジカルアセスメントの能
力、高度な倫理的判断・調整能力、看護実践・教育を行
う上で必要な教育的・管理能力を育成するため、共通科
目群を配置する。

2．�個々の研究テーマに関連した高度な専門的知識・技術を
修得するため、各看護学領域の専門科目群を配置する。

3．�看護学の理論や研究方法を専門的に学び、個々の研究
テーマに従い、一連の研究プロセスを体験し、教育･研究・
理論開発するための初歩の能力を育成するため、各看護
学領域の特別研究を配置する。

【博士後期課程（博士課程）】
1．�看護学の理論や研究方法をより専門的に学び、自立して
教育･研究・理論開発するための能力を育成するため、共
通科目群を配置する。

2．�個々の研究テーマに従い、自立して研究・理論開発するた
めの能力を育成するため、各看護学領域の特別研究を必
修とした専門科目群を配置する。

　保健師の小宮山恵美さんは、東京

都北区の職員として、公害保健、結

核感染症の患者ケアと予防、高齢

者福祉、DVや子供の虐待問題など、

数々の分野で活躍してきました。経

験してきた様々な活動を普遍化して

いく作業が必要だと感じてきました

が、日頃の業務の中では時間もとれ

ず、そのための情報を集めることも

難しいものでした。そこで、大学院

で学びながら、自分の経験をまとめ

あげようと進学の道を選びました。

　自らの経験を普遍化することは、

後進の育成につながることです。

「 管 理 職 と し て、自 分 の キ ャ リ ア

アップだけでなく人材育成も大きな

テーマです。若い保健師をどのよう

に教え、どのように支援して育成す

るべきなのか、糸口を探したいと思

い、研究テーマには『保健師の卒後

教育』を考えています」と今後の研

究への希望を語る小宮山さん。

　帝京の大学院を選んだのは、地理

的に近いことに加えて、ただでさえ

多忙な区の仕事を通常通り遂行し

ながら、勉強するという立場を理解

してくれることだそうです。「カリ

キュラムも相談しながら作っていけ

ますし、仕事との両立が可能だと考

え選ばせていただきました」。仕事

も家庭もバランスをとって自分の

ペースで学べることを大切にし、3

年間かけて修士課程を修了し、ある

べき「保健師の卒後教育」を形化す

る予定です。

看護学専攻
Div is ion  of  Nurs ing

小宮山�恵美 さ
ん�修士課程 1年生

基礎看護学

成人看護学

リプロダクティブヘルス・ライツ看護学

小児看護学

精神看護学

地域・公衆衛生看護学

高齢者看護学

がん看護学

主な研究分野
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目的
　診療放射線学専攻は、医療技術学研究科の目的に則り、
診療放射線学の高度な知識、先進医療技術を有し、病態の
診断、治療に携わることができる実践者、管理者、研究者、教
育者の育成を目的とする。

ディプロマポリシー
　診療放射線学専攻は、豊かな学識を基盤に、より高度な医
療技術を修得し、診療放射線学領域における独創的な学術
研究を行える優れた研究者、教育者としての人材の育成を目指
している。以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位を修
めた者に対して学位を授与する。
【博士前期（修士）】
1．�豊かな人間性を備え、診療放射線学分野での専門的医
療・研究・教育に対して、責任をもって実践できる。

2．�診療放射線学のみならず、広く学際領域の学術研究成果
を理解、統合することにより、先進的な医療技術の研究開
発ができる。

【博士後期（博士）】
1．�診療放射線学分野における理論と実践的知見を高め、よ
り高度な医療、及び先進的な研究を推進できる。

2．�理論の妥当性の科学的検証、診療放射線学に要求され
る根拠に基づいた医療技術の実践、教育研究活動を行う
ことにより新たな医療技術の発展に参画できる。

3．�医療、研究、教育、行政などの関連機関において、社会
の変革に対応できる高度専門医療技術職としてのリーダー
シップを有する。

カリキュラムポリシー
　学位授与に要求される能力を修得するために、診療放射線
学専攻は以下の方針でカリキュラムを編成する。
【博士前期課程（修士課程）】
1．�専門科目では、根拠に基づいた医療技術の実践を通して、
原著論文を読解し、情報を的確に分析する能力を養うため、
「放射線科学特論」、「医療画像基礎読影学」、「医用
機器品質管理学」、「科学研究・論文技法学」のほか、
医療画像情報学系科目を必修科目として配置する。

2．�専門実習科目では、医師のもとで読影の基礎を習得し、ま
た高度専門医療施設等の臨床実習を通して先進医療技
術を修得し、診療放射線学の医学応用について柔軟な適
応能力と実践能力を養うため、「診療画像技術学臨床実
習」、「核医学検査技術学臨床実習」、「放射線治療技
術学臨床実習」を選択必修科目として、「先端医療施設臨
床実習」を自由科目として配置する。

3．�修士論文の作成など教育･研究および発表能力の開発に
必要な研究プログラムを行うため、「診療放射線学特別研
究」を配置する。

【博士後期課程（博士課程）】
1．�数多くの臨床画像に触れることにより、更に高度な読影能
力を養うため、「医療画像読影学」を必修科目として配置す
る。

2．�専門職（医学物理士など）として臨床に即応できるため、
「診療画像技術学臨床実習」および「先端医療施設臨
床実習」を配置する。

3．�研究論文の作成を通して、学術交流、教育･研究活動に
貢献できる能力や先進的な医療技術を開発できる能力を養
うため、「診療放射線学特別研究」を必修科目として配置
する。

　診療放射線技師である熊谷仁さん

は、放射線治療を専門に研究中。「放射

線治療は日々高度になり、一歩間違え

れば患者さんの命にも関わる難しい分

野です。学部の勉強だけでは、高度な

知識・技術を身につけるのに充分では

ないと考えました」と進学の理由を話し

ます。

　現在は、平日は毎日、病院で業務の

手伝いをしながら、夜や休日を使って

研究を進めています。週一度の担当教

授とのミーティングでは、厳しく的確な

指導を受けられ、職場でのOJTととも

に、自分が大きく成長できる環境にいる

と言います。「決まりきったことを行う学

部の勉強とは異なり、自分の責任で、や

りたいと思った研究を自由にできます」

と、大きなやりがいと手応えを感じてい

る様子です。

　診療放射線学専攻のただ一人の一期

生だった熊谷さんですが、少しずつ後

輩が増えて「自分は意識しなくても、後

輩にとっては私が基準となります」と、

大学院全体のレベルアップに責任を自

覚し始めました。まずは、「医学物理士」

の認定を受けることが目標です。医学

物理士は、医師、看護師、診療放射線

技師等がチームを組む放射線治療にお

いて、機械の精度やチームメンバーの

マネジメントに責任を持つ、安全で高

度な放射線治療を行うのに今後欠かせ

なくなる職種です。自身が認定を受ける

ことで見本を示し、後輩も続くことを熊

谷さんは願っています。

診療放射線学専攻
Div is ion  of  Orthopt i cs

熊谷�仁 さ
ん�博士課程 2年生

医療画像情報学

医療画像情報工学

医療画像処理学

医用機器品質管理学

医療画像読影学

診療画像技術学

核医学検査技術学

放射線治療技術学

最先端医療機器学

主な研究分野
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目的
　臨床検査学専攻は、医療技術学研究科の目的に則り、臨
床検査をはじめ衛生、食品業務に関わる検査医学の知識、技
術、研究、教育に関して高度な専門性を備え、社会で指導的
役割を果たせる実践者、管理者、研究者、教育者の育成を目
的とする。

ディプロマポリシー
　臨床検査学科専攻は臨床検査をはじめ衛生、食品業務に
関わる検査医学の技術、知識、教育に関して高度な専門性を
備え、社会で指導的役割を果たせる実践者、管理者、教育研
究者の育成を目指している。以下のような能力を身に着け、か
つ所定の単位を修めた者に対して学位を授与する。
1．�臨床検査に必要な生化学、血液学、免疫学、微生物学、
生理学、病理学に関する専門的知識を有し、教育できる能
力がある。

2．�臨床検査で行われる検体検査、微生物検査、生理検査、
病理組織検査について指導できる実践的能力がある。

3．�臨床検査医学の分野で研究できる能力がある。

カリキュラムポリシー
　学位授与に要求される能力を修得するために、臨床検査学
専攻は、以下の方針でカリキュラムを編成する。
【博士前期課程（修士課程）】
1．�共通科目では、臨床検査に関する専門知識をより深めるた
め、「生理機能検査学」、「人体システム生理学」、「研究
情報処理方法学」、「分子代謝・生化学」を必修科目とし
て配置する。

2．�専門科目では、研究能力をより深めるため、「臨床検査医
学」と「臨床検査技術学」に分けて科目群を編成する。

3．�修士論文の作成など教育･研究および発表能力の開発に
必要な研究プログラムを行うため、「臨床検査技術学特別
研究」を配置する。

【博士後期課程（博士課程）】
1．�臨床検査に関する様 な々研究テーマに対応するため、「生
理機能検査学」、「病態情報解析学」、「病理検査学」、
「感染生体防御機能解析学」、「臨床化学検査学」に関
する科目を選択科目として配置する。

2．�個々の研究テーマについて深く考察し、創造的な視点から
実験・解析、教育等を行い、学位論文を作成するため、「臨
床検査学特殊研究」を必修科目として配置する。

　帝京大学附属病院の中央検査部に所

属する野木岐実子さんは、2012年に修

士課程に進学、現在は博士課程で学ん

でいます。臨床検査技師の認定資格を

取得するなど、スキルアップは積極的

に行ってきましたが、技術面だけでなく

「勉強」をしたいと思ったことがきっか

けでした。

 「仕事をする上で、ずっと勉強は続けて

いかなくてはなりませんが、自主的に

勉強をすることは簡単ではありません。

大学院という環境に身を置くと勉強は

しやすくなりますし、優秀な先生や先輩

に接することは刺激になります。自主的

な学会発表では、忙しさから論文の形

にまではできないこともこれまでは多

かったのですが、『必ず論文にする』と

いう状況も大学院進学のよい点です」

と、野木さんは説明します。職場での後

輩指導においても、授業で聞いた最前

線の情報を入れ込みながら教えること

ができて役立っています。

　通常の仕事を続けながらの学生生活

ですが、大きな困難はなく続けてこられ

たという野木さん。仕事が終わった後

に授業を組むなど、学びやすい環境を

作ってもらえたことが大きいそうです。

先生方とメールで直接やりとりして授業

日程の調整をしてもらえることもあると

のこと。今後の目標は「勉強をする人が

次に続くこと」。自分だけでなく、臨床

検査技師全体のレベル向上を願う責任

感の強い野木さんです。

臨床検査学専攻
Div is ion  of  C l in i ca l  Laboratory  Medic ine

野木�岐実子 さ
ん�博士課程 1年生

生理機能検査学

人体システム生理学

画像生理情報解析学

病態情報解析学

先端血液解析学

病理検査学

臨床病態生理学

細胞病理検査学

感染生体防御機能解析学

感染制御学

病原体検査学

生体防御機能解析学

臨床化学検査学

分子代謝生化学

分子生物学

主な研究分野
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目的
　柔道整復学専攻は、医療技術学研究科の目的に則り、骨
折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷などの障害に対応できる専門的
な医療技術を備えた柔道整復実践者、研究者、教育者の育
成を目的とする。

ディプロマポリシー
　柔道整復学専攻は、骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷などの
障害に対応できる技術および理論を有し、柔道整復術の向上
とその学問としての基盤整備を進めることのできる人材の育成
を目指している。以下のような能力を身につけ、所定の単位を
修めた者に対して学位を授与する。
1．�柔道整復学とその関連諸領域の専門的学識を有し、科学
的な考え方に基づく教育と新たな医療技術に挑戦すること
ができる。

2．�骨、関節、筋などのいわゆる運動器に発生する損傷の実際
と専門的理論およびその評価法、治療法を実績できる。

3．�骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷などの障害に対する整復、
固定、後療法（手技療法、運動療法、物理療法）などを改
良し新たなる治療法を開発する能力を有している。

カリキュラムポリシー
　学位授与に要求される能力の修得のため、柔道整復学専攻
（修士課程）は、以下の方針でカリキュラムを編成する。
1．�柔道整復学およびその関連諸領域のより専門的な知識お
よび技術を修得するため、基礎科目を配置する。

2．�骨、関節、筋などのいわゆる運動器の外傷の実際と理論お
よびその評価法、並びにその治療の方法論を修得するた
めの専門科目を配置する。

3．�骨折、脱臼、捻挫、打撲、挫傷などの外傷に対する整復、
固定、後療法（手技療法、運動療法、物理療法）などの
非観血的治療法の改良・開発のため、より専門的な治療
技法の修得およびその改良・開発能力を高める実習科目
を配置する。

4．�修士論文の作成など教育・研究および発表能力の開発に
必要な研究プログラムを行うため、「柔道整復学特別研究」
を配置する。

　両親が接骨院を開業している影響で、

柔道整復師を目指した治面地学さん。

親族の勧めで専門学校ではなく帝京

大学に進み、ヴィジョンが広がりました。

「はじめは資格をとって開業しようと考

えていましたが、4年間、学部で学ぶうち

に教員の仕事に興味が出て、修士や博

士をとっていろいろなことを教えられる

ようになりたいという夢ができました」と

治面地さんは振り返ります。

　治面地さんに帝京の魅力を尋ねると、

設備や機械が揃っていて、いつでも待

たずに使えること、そして、いろいろな分

野の学科があって連携できることを挙げ

てくれました。たとえば、研究テーマで

ある三角筋の作用を調べるために特別

な機械が必要になった時には、理工学

部の工場に特注で作ってもらったり、仲

間の研究においては研究用のプログラ

ムを組んでもらったこともあるそうです。

担当教授が熱心な指導をしてくれるだ

けでなく、学科を超えて先生方が協力を

惜しまない、恵まれた環境で研究ができ

ています。

　また、プール、体育館、テニスコート

等、宇都宮キャンパスは、学生の使える

スポーツ施設が充実しています。「研究

室にこもっていては柔軟な発想ができな

くなります。プールで水中を歩きながら

何か研究につなげられないか考えるこ

ともあります」と治面地さん。卒業後は、

外部の博士課程に進学し、研究活動を

続けていく予定です。

柔道整復学専攻
Div is ion  of  Judo Therapy

治面地�学さ
ん�修士課程 2年生

神経科学

組織学

整形外科学

臨床神経生理学

柔道整復診断学

柔道整復治療学

柔道整復外傷学

柔道整復測定評価学

スポーツ医科学

トレーニング科学

主な研究分野
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　公衆衛生学研究科では、国際基準で必須とされる「疫

学」、「生物統計学」、「環境保健学・産業保健学」、「保

健政策管理学」、「社会行動科学」の5分野を充実させた

カリキュラムを採用しています。特に注目が高いのは、

毎年1月～ 2月にかけて開講するハーバード特別講義で

す。ハーバード大学をはじめ、ケンブリッジ大学、ダラ

ム大学等の提携校から毎年5名の客員教授が来日し講義

を行っています。各分野の海外最新事情や最先端の知識

に触れることができ、アメリカ、タイ、フィリピン、中国

などの提携校からも受講生が参加。グローバルな環境の

中で授業が展開されます。

　学生指導において最も重視するのは、講義や演習で

培った知識・技能を実践の場で役立てる能力として集

大成する課題研究です。課題研究では、学生の希望す

る分野の指導教員だけでなく、学生担任であるアカデ

ミックアドバイザーやその他広く全教員からアドバイ

スを求める機会が提供されています。さらに、学生同士

のディスカッションも重視。医療分野に限らない様々な

バックグラウンドを持った学生がディスカッションする

ことで、広範かつ多様な視点を身につけることができる

でしょう。

　東日本大震災以降、災害への対策やレジリエンスの構

築に際し、公衆衛生学はますます重視されています。本

研究科でも、宮城県石巻で現地の実務家や研究者と協力

して、支援・研究を行い、学会等を通じて報告、論文の

形にまとめて海外への発信もしています。

公
衆
衛
生
学

研
究
科

国際色豊かな学習環境 
様々なバックグラウンドを持つ 
学生が切磋琢磨できる

国

▪ Curriculum Policy ─ カリキュラムポリシー

［専門職学位課程］
　学位授与に要求される知識・能力を修得するために、公衆衛生
学専攻（専門職学位課程）では、以下の方針でカリキュラムを編
成する。
1．�国際標準として公衆衛生専門職に求められる一定レベルの知
識・技能を習得するため、米国の公衆衛生教育協会の認定基準
に準拠し、「疫学」、「生物統計学」、「行動科学・健康教育学」、「保
健行政・医療管理学」、「産業環境保健学」の5つの領域（科目群）
を設け、養成する人材像にかかわらず、各領域の基礎科目を必
修科目としている。

2．�社会や環境との関わりで人間を捉えるという疫学的な思考と
公衆衛生マインドを涵養するため、養成する人材像にかかわら
ず、「疫学」と「生物統計学」を、講義・演習共に必修科目とし
て設定している。

3．�現場の問題に発し現場の実践に資する能力を身につけるため、
理論先行の公衆衛生教育から一歩踏み出し、ケースメソッド演
習やグループ討論、現場実習による実践教育に重点を置き、各
養成人材に適合する演習科目や実習科目を配置している。

4．�公衆衛生上の広範かつ多様な課題に対応できる専門能力を育
成するため、地域保健や国際保健、緩和医療に関連する科目も
設けている。

5．�海外の最新事情や最先端の知識に触れグローバルな視点を身
につけるため、5つの領域ごとの世界的権威であるハーバード
大学教授陣等による「特別講義（冬季集中）」を設けている。

［博士後期課程］
　学位授与に要求される知識・能力を取得するために、公衆衛生
学専攻（博士後期課程）では、以下の方針でカリキュラムを編成
する。
1．�公衆衛生の実際の場における問題解決のために公衆衛生の5つ
のコア領域を統合する役割を果たすことができる能力を有する
人材を養成するために共通科目としての公衆衛生学特論Ⅰ～Ⅴ
（国際標準として公衆衛生高等教育に求められる5つの領域）を
設け、さらに3つの専門分野（「疫学・生物統計学分野」、「産業
保健・環境保健学分野」、「保健政策・医療管理学分野」）の授
業科目を設ける。

2．�変動発展する社会と科学技術に対応し、新規の問題を発見し、
それに対して科学的な分析を行い、その解決策を科学的根拠に
基づいて提示・実践し、評価できようになるため、各専門分野
の研究指導教員による「特殊研究」科目を設ける。

3．�公衆衛生の実践と教育・研究を行う実施チームのリーダーとし
て適切かつ迅速に対応できるリーダーシップを核とする能力を
身につけるため、養成する人材像にかかわらず、分野共通の必
修科目を設ける。（※）

4．�研究と実践のバランスを図るため、各専門分野の科目群には演
習形式やケーススタディ形式を含む授業科目を設ける。

5．�国際通用性の観点から、海外の最新事情や最先端の知識に触れ
グローバルな視点を身につけるため、公衆衛生学の5つのコア
領域について海外提携校の教授陣による授業科目を設ける。

（※）�分野共通の必修科目は、「リスク科学特論（医療判断学含む）」、「組織管理
学特論」、「公衆衛生倫理学特論」の3科目である。
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　医学部を卒業後、2年間の研修を終え

て進路に迷っていた佐野友美さんは、

産業保健分野での健康を守る仕組み作

りの重要性を考え、その実現のために

は、公衆衛生を専門的に学ぼうと進学

を決めました。帝京を選んだのは、狭

い分野に特化するのではなく幅広く学

べることと、海外からの教員が多く、世

界の最新の流れを勉強できると考えた

からだそうです。実際に学んでみての

感想は、「先生方との距離が近く、専門

の垣根なく、わからないことを気軽に聞

けます」。

　また、様々なバックグラウンドを持

つ学生とともに学べることも魅力です。

「授業で一つ課題が出ても、医療者は

こう考えるけれど、経済の視点からはこ

う、法律の視点ではこう、など今まで想

像もしなかったようなものの見方を学

べて刺激を受けています」と話す佐野

さん。将来、多職種の人とチームを組

んで仕事をするときにも役立つのでは

ないかと考えています。

　2年コースの1年目には、基本的な統

計や疫学の知識を学ぶとともに、実際

に日本やアジアの労働現場に赴き、そ

こで役立つ仕組みの在り方を勉強して

きました。2年目となり、いよいよ実際

に現場に赴く機会を増やし研究を形に

していきます。「現場が好きで、現場の

人々が元から持っているパワーを引き

出せるような研究をしたい」と言う佐野

さん、博士課程に進むことも検討中で

す。

公衆衛生学専攻
Publ i c  Hea l th

佐野�友美さ
ん�専門職学位課程  2年生

主な研究分野

疫学

生物統計学

行動科学・健康教育学

保健行政・医療管理学

産業環境保健学

専門職学位課程

疫学・生物統計学

産業保健・環境保健学

保健政策・医療管理学

博士後期課程
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交通アクセス�

JR東北新幹線・宇都宮線「宇都宮駅」西口下車
関東バス5番のりばから豊郷台・帝京大学行、ニュー富士見行、
宇都宮美術館行に乗車し20分、「帝京大学」下車

最寄り駅から宇都宮キャンパスまでの所要時間

宇都宮キャンパス
⃝�医療技術学研究科（柔道整復学専攻）

帝京大学
入口

宮環状
戸祭町

桜2丁目

池上町 大通り1丁目

関掘町

宇都宮
商業高校

県庁

市役所

郵便局

豊郷中央小

宇都宮美術館

宇
都
宮
北
道
路

大通り

宇都宮環状線

日
光
街
道

田
原
街
道

セブンイレブン

カワチ

豊郷台ショッピング
センター

足利銀行
本店

帝京大学
宇都宮キャンパス
帝京大学

宇都宮キャンパス

宇
都
宮東武宇都宮

東
北
新
幹
線

東武宇都宮線

J
R
東
北
本
線

東北
自動
車道

宇都宮
IC入口

宇都宮IC

〒173-8605　栃木県宇都宮市豊郷台1-1
TEL：028-627-7123

J R埼京線「十条駅」より� ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徒歩約10分
都営三田線「板橋本町駅」より� ・・・・・・・・・・・・・・・・ 徒歩約12分

最寄り駅から板橋キャンパスまでの所要時間

板橋キャンパス
⃝医学研究科
⃝薬学研究科
⃝ �医療技術学研究科�
（視能矯正学専攻 /看護学専攻 /診療放射線学専攻 /臨床検査学専攻）
⃝公衆衛生学研究科

A1 帝京大学入口

十
条

J
R
埼
京
線

赤
羽

板
橋

石神
井川

加賀中

セブン
イレブン

cocos

帝京高等看護学院

ライフ
金沢小

病院

首
都
高
速
5
号
線

首
都
高
速
5
号
線

国
道
17
号
線

セブン
イレブン

姥ヶ橋

マルフク
ストアー

赤羽

環状
7号線

帝京中
帝京高

都営三田線
板橋本町

セブン
イレブン

みずほ
銀行

ローソン

帝京大学帝京大学

ファミリーマート

〒173-8605　東京都板橋区加賀2-11-1
TEL：03-3964-1211（代）

http://www.teikyo-u.ac.jp/


